
広島県教育委員会では、異文化間協働活動を推進していくため、次の活動を行っています！

「異文化間協働活動の推進」

留学
イベント

コロナ禍で中止していた、豪クイーンズランド州からの生徒受入、日本からの生徒の派遣ツアーを再開しました。
（写真は生徒受入時：令和 5 年12 月）

豪クイーンズランド州との相互派遣ツアー（毎年開催）

海外留学を希望する県内中・高校生を対象に留学経験者による体験談発表や、ゲストスピーカーによる講演など
を行いました。（令和 5 年10月開催）

ひろしま留学フォーラムの開催

短期留学
プログラム

この他にも、広島県教育委員会では、異文化間協働活動を推進していくため、
次のような取組も行っています！

県立学校姉妹校交流の支援 短期留学プログラムの案内 留学支援制度（留学助成金、留学奨学金）

詳しくは広島県教育委員会のホームページを御確認ください。
（広島県教育委員会ホームページ －異文化間協働活動の推進－）

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/ibunka-suishin/

平和公園にて お好み焼き体験

留学経験者による発表 ゲストスピーカーによる講演
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これ、何の数字か分かりますか？

正解は「地球の中の、日本の面積」です。

皆さんは、地球の中のたった 0.25％の日本で、

毎日一生懸命笑ったり、泣いたりして生きています。

この広い世界には、皆さんが暮らしている社会の

何百倍もドキドキすることやワクワクすることが溢れています。

世界に出てみて、自分の心が躍る場所を見つけたら、

そこで生きてみるのもいい。

世界に出てみて、自分の輝ける場所が日本にあると思ったら、

日本で思いっきり楽しめばいい。

グローバルに生きるということは、日本にいても海外にいても、

自分とは異なる価値観や考えをもつ人とも

柔軟に向き合い、心を開き、共存するということではないでしょうか。

それはまさに世界と繋がって生きる力をもっているかどうか。

世界と繋がることで、人生の選択肢は大きく広がります。

自分らしく、自分がここだと思える場所を見つけるために

世界へと飛び出してもらいたい。

私達はそんな皆さんのこれからの人生を全力で応援します。

広島県教育委員会

1

「世界」は人生を広げる

0.25%

なかやまきんに君
Nakayama Kinnikun

1978 年９月17日生まれ、福岡県出身。タレント養成所 NSC 大阪校 22 期生で、2000 年にピン芸人としてデビューした後、吉本新喜劇
に入団。2003 年に「ABCお笑い新人グランプリ」審査員特別賞を受賞したほか、「R-１ぐらんぷり2006」ファイナリストとしても知られ、
お笑いジャンルのみならずスポーツ系の番組出演でも人気を博す。2006 年、米国「筋肉留学」でサンタモニカカレッジ卒業（運動生理
学）、現在は、ボディビルダーとしても活躍中。

海外に飛び立つための７ヵ条
なかやまきんに君流

1 根拠のない自信・自分を信じる！
うまくいく!　という根拠のない自信があって、常に自分を信じていた。筋肉留学を決意
し、その時期、その時にしかできないことをしようと思ってアメリカへの大学進学を決め
た。自分を信じて進んだからこそ、留学の経験が今の仕事に生きている！

2 大変でも自分でやると決めたことは頑張る！
アメリカの大学での生活は、朝６時に起床、登校、授業後も図書館で勉強。一日の睡眠時
間は３時間。そんな過酷なスケジュールでも、決めたことをやるんだという気持ちで乗り
越えられた。モチベーションを保つのは大変だったけど、自分を信じて頑張った！

3 ワクワク７割・不安３割 不安はあっていい！
その瞬間にしかできないことがある。もちろん楽しいことばかりではない、不安があっても
いい。不安があるからこそ、準備や勉強、海外での生活に注意しようという行動につながる。
不安があるから諦めるのでなく、ワクワクと不安の両方を大切にし、挑戦してほしい！

4 日本のことをある程度話せるように！
海外に行くと自分が日本のことについて知らないことが多いことに気づく。日本の人口や
観光地や自分の町、アニメなど、自分の興味のある分野を英語で紹介できるようにして
ほしい。海外での初めのコミュニケーションは日本を紹介すること！挨拶程度でも日本を
話せるようにしてほしい。

5 自分を見つめなおす時間を大切に！
留学中は一人の時間が多いと思う。そこで改めて自分を見つめなおす時間にしてほしい。
世界の現状や、異文化に触れながら、海外から日本を見つめながら考える、留学ならでは
の経験。日本で経験する孤独とは違う。そういった時間があることも留学の醍醐味！

6 興味のあるもので英語を学ぶこと！
筋肉留学から４か月目に英語でお笑いライブを行った。翻訳したネタを覚える作業で、
「こういう表現にしたい」と考えることはとてもワクワクして、その時の英語はするすると
頭に入ってきた。教科書で何となく学んだことは忘れがち、自分の興味のあることを英語で
話すことこそ英語が身につく近道だと思う。

7 いろんな人の考えや文化を学ぶこと!
留学をすることで、いろんな人がいて、様々な意見があることを実感した。留学先のアメリカ
は個人主義で意見をはっきり言える、日本は協調性を重んじて周りに合わせる、どちらが
良い悪いではなく、それぞれの文化に良さがある。様々な文化を知った上で、自分で調整し
取り入れていける人がこれから大切になる。多様な考え方があることを知れるのが留学の
醍醐味。
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迷っていたら挑戦してほしい！ 若いうちにいろんな経験をすることは人生の財産
になる。それが留学でなくてもいい。何かに挑戦してほしい。
留学で迷っていたら、大きな目標でなくてもいい、２週間でも１か月でも迷ったら
まずは挑戦してほしい。
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島
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憧れの海外生活への挑戦
広島県立廿日市高等学校

辻 華和子さん

学校がニュージーランドの姉妹校への短期留学プログラム参加者を募集していたため、思い切って応募。

憧れの海外生活に一歩足を踏み入れました。

留学体験FILE

No.1

PROFILE

留学地域 ニュージーランド、ニュープリマス

プログラム 姉妹校への短期派遣プログラム参加費用 150万円、助成金30万円 学 校 spotswoodcollege

期 間 令和５年１月19日～令和５年４月20日

●一日の過ごし方

アイスの年間消費量世界一の国

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
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ルームメイトやホストファミリーとの様子

ルームメイトとの写真（後列右から５人目が辻さん）

留学を考えている人へ

まず始めに、留学を迷っている人がいたら、絶対に行くべきです。

私はたった3か月の間でしたが、実際に行くことで学んだ事がたくさ

んありました。留学を決意するには不安に思うことがいろいろあると

思いますが、行ってしまえば優しい人が絶対に助けてくれるし、刺激的

な日々が待っています。現地でできた友達とはその後も交流が続いて

いるので、そういう点でも留学に行って後悔はしていません。

ニュージーランドはなんとアイス

の年間消費量が世界一だそうです。

確かにビーチに行く途中にアイス、ご

飯の後にアイス、サーフィン終わりに

アイス、というように一日１回はアイ

スを食べていた気がします。ほとん

どの家にはファミリーサイズのアイス

が数種類、更にアイスコーンまで常

備してありました。

は み 出 し コ ラ ム
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日
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

留
学
先
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

私
は
留
学
先
で
は
「
積
極
的
に
自
分
か
ら
話
し

か
け
る
こ
と
」を
意
識
し
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
か
、
学
校
に
は
た
く
さ
ん
の
友
達
が

で
き
、
ど
の
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に
行
っ
て
も
、
授
業

に
追
い
つ
け
な
く
て
困
っ
た
時
に
は
助
け
て
く
れ

る
人
が
い
ま
し
た
。
無
愛
想
に
見
え
た
人
で
も
、

こ
ち
ら
が
笑
顔
で
話
し
か
け
れ
ば
、
大
抵
の
人
が

笑
顔
で
返
し
て
く
れ
て
、
そ
の
後
話
し
か
け
て
く

れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
各

国
か
ら
の
留
学
生
が
い
た
の
で
、
積
極
的
に
交
流

を
行
い
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
以
外
の
文
化
に
つ

い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

留
学
前
の
語
学
力
・
語
学
の
勉
強
法

留
学
前
は
英
検
準
２
級
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

N
H
K
ラ
ジ
オ
英
会
話
と
、
学
校
の
授
業
で
学
習

を
し
て
い
ま
し
た
。
個
人
的
に
実
際
の
生
活
で
１

番
役
に
立
っ
た
の
が
、Instagram

の
投
稿
で
よ

く
見
る
英
語
の
ス
ラ
ン
グ
集
で
す
。
教
科
書
に
は

載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
砕
け
た
フ
レ
ー
ズ
や
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
打
ち
方
が
自
分
が
使
う
時
は
も
ち

ろ
ん
、
頻
繁
に
使
う
周
り
の
み
ん
な
の
言
葉
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
理
解
す
る
の
に
非
常
に
役
に
立
ち

ま
し
た
。

広
島
県
留
学
助
成
金
制
度
の
活
用

広
島
県
か
ら
の
助
成
金
で
、
留
学
費
用
の
一
部

を
ま
か
な
い
ま
し
た
。
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NEW ZEALAND

MESSAGE

憧れの海外生活への挑戦
広島県立廿日市高等学校

辻 華和子さん

学校がニュージーランドの姉妹校への短期留学プログラム参加者を募集していたため、思い切って応募。

憧れの海外生活に一歩足を踏み入れました。

留学体験FILE

No.1

PROFILE

留学地域 ニュージーランド、ニュープリマス

プログラム 姉妹校への短期派遣プログラム参加費用 150万円、助成金30万円 学 校 spotswoodcollege

期 間 令和５年１月19日～令和５年４月20日

●一日の過ごし方

アイスの年間消費量世界一の国

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

就
寝

就
寝

授
業起

床
、
支
度
、
朝
食

休
憩（
昼
食
）

休
憩（
昼
食
）

自
由
時
間

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
映
画
、
ゲ
ー
ム

授
業

授
業

夕
食

ルームメイトやホストファミリーとの様子

ルームメイトとの写真（後列右から５人目が辻さん）

留学を考えている人へ

まず始めに、留学を迷っている人がいたら、絶対に行くべきです。

私はたった3か月の間でしたが、実際に行くことで学んだ事がたくさ

んありました。留学を決意するには不安に思うことがいろいろあると

思いますが、行ってしまえば優しい人が絶対に助けてくれるし、刺激的

な日々が待っています。現地でできた友達とはその後も交流が続いて

いるので、そういう点でも留学に行って後悔はしていません。

ニュージーランドはなんとアイス

の年間消費量が世界一だそうです。

確かにビーチに行く途中にアイス、ご

飯の後にアイス、サーフィン終わりに

アイス、というように一日１回はアイ

スを食べていた気がします。ほとん

どの家にはファミリーサイズのアイス

が数種類、更にアイスコーンまで常

備してありました。

は み 出 し コ ラ ム



留
学
先
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

実
は
カ
ナ
ダ
に
は
英
語
圏
と
フ
ラ
ン
ス
語
圏
が
あ
り
、

珍
し
い
こ
と
に
私
は
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
あ
る
ケ
ベ
ッ
ク

州
に
留
学
し
て
い
ま
し
た
。

他
人
と
暮
ら
す
こ
と
も
外
国
語
で
会
話
す
る
こ
と
に

も
慣
れ
て
い
な
い
上
、
フ
ラ
ン
ス
語
も
全
く
話
せ
ず
、
最

初
の
頃
の
生
活
は
大
変
で
し
た
。
で
も
、「
自
分
は
ネ
イ

テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な
い
の
だ
か
ら
間
違
え
て
当
然
」と
い
う
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
で
、
文
法
が
大
間
違
い
で
も
、
英
語
と
混

ざ
っ
て
い
て
も
話
し
続
け
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
も
友
達
も
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
私
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
英
語
も
フ
ラ
ン
ス
語
も

間
違
え
る
ご
と
に
上
達
し
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
地
の
人
や
他
の
国
か
ら
来
た
留
学
生
と
話

し
て
い
く
中
で
、
疑
問
に
思
っ
た
事
が
あ
る
時
は
積
極

的
に
質
問
す
る
べ
き
だ
と
学
び
ま
し
た
。
日
本
で
は
質

問
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
人
が
多
い
の
で
す
が
、
異
文

化
の
中
で
生
活
し
て
い
る
と
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
が
何
の
話
を
し
て
い
る
か
分
か

ら
な
い
時
や
現
地
の
人
と
の
挨
拶
の
仕
方
な
ど
、
日
常

で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
す
ぐ
に
現
地
の
人
に
聞
く
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
周
り
の
人
も
私
が
何
に
戸
惑
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、
質
問

す
る
こ
と
で
会
話
が
広
が
っ
た
り
、
日
本
の
文
化
に
つ

い
て
も
話
せ
る
機
会
が
出
来
た
り
し
て
、
私
は
臆
す
る

こ
と
な
く
質
問
し
た
こ
と
が
現
地
の
人
と
仲
良
く
な
れ

た
理
由
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

体
験
し
た
多
様
性

私
が
住
ん
で
い
た
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
と
て
も
多
様

性
に
あ
ふ
れ
た
街
で
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
。
現
に
私
の
通
っ
て
い
た
学
校
で
は
ケ
ベ

コ
ワ
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
は
学
年
に
十

数
人
し
か
お
ら
ず
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ハ
イ

チ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
様
々
な
国
の
ル
ー
ツ
を
も
つ
人

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
黒
人
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
様
々
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持

つ
友
人
達
と
交
流
し
て
い
く
中
で
他
人
の
考
え
を
尊
重

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
家
庭
内
で
も
多
様
性
を
感
じ
る
こ
と
は
沢
山

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ネ
イ
ル
は
女
性
の
す
る
こ
と

だ
と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
が
、
男
の
子
で
も
ネ
イ
ル

を
し
た
い
と
言
え
ば
否
定
し
な
い
等
、
性
別
的
な
イ

メ
ー
ジ
や
社
会
的
な
概
念
に
こ
だ
わ
ら
ず
子
ど
も
の
個

性
を
伸
ば
す
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
っ
た
の
で
、
そ
の

よ
う
な
家
庭
で
過
ご
す
う
ち
に
、
自
分
も
自
分
の
意
見

を
持
ち
発
言
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

が
苦
手
だ
と
思
う
事
も
こ
れ
が「
私
」だ
と
受
け
入
れ
る

よ
う
に
な
り
、
様
々
な
面
で
本
当
の
自
分
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

留
学
の
楽
し
さ

私
が
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
留

学
を
通
し
て
成
長
し
て
い
け
る
こ
と
の
楽
し
さ
で
す
。

留
学
と
聞
い
た
と
き
に
プ
ロ
ム
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
キ

ラ
キ
ラ
し
た
生
活
を
留
学
の
楽
し
み
だ
と
思
う
人
が
ほ

と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
が
、
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
課

題
を
提
出
し
た
時
や
友
達
や
家
族
と
の
会
話
に
混
ざ
っ

て
発
言
で
き
た
時
な
ど
、
ど
ん
な
に
小
さ
い
事
で
も
日

常
の
中
で
自
分
の
成
長
を
感
じ
た
時
の
喜
び
や
達
成
感

は
留
学
し
た
本
人
に
し
か
味
わ
え
な
い
も
の
で
、
そ
れ

こ
そ
が
留
学
の
本
当
の
魅
力
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

留
学
経
験
を
通
し
て
広
が
っ
た
可
能
性

私
は
こ
の
留
学
に
行
く
前
は
海
外
へ
行
っ
た
こ
と
が

な
く
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
街
の
事
し
か
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
一
人
で
見
知
ら
ぬ
国
に
行
き
、

日
本
人
が
周
り
に
い
な
い
環
境
で
友
達
が
で
き
た
こ
と

や
他
人
だ
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
本
当
の
家
族
の

よ
う
に
な
れ
た
こ
と
、
辛
い
と
き
を
乗
り
超
え
ら
れ
た

こ
と
や
知
ら
な
か
っ
た
自
分
を
見
つ
け
た
こ
と
な
ど
、

留
学
で
得
た
す
べ
て
の
経
験
か
ら
異
国
の
地
で
も
私
は

大
切
な
人
達
や
思
い
出
が
で
き
、
生
活
し
て
い
け
る
と

分
か
り
、
自
分
の
中
の
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
世
界
の
色
々
な
場
所
に
行
っ

て
、
様
々
な
人
や
文
化
に
出
会
い
世
界
の
こ
と
を
よ
り

深
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
島
県
留
学
助
成
金
制
度
の
活
用

私
は
広
島
県
留
学
助
成
金
制
度
を
活
用
し
ま
し
た
。

長
期
の
留
学
は
ど
う
し
て
も
費
用
が
高
く
な
る
の
で
、

返
済
の
必
要
が
な
い
こ
の
制
度
は
海
外
留
学
を
行
う
上

で
の
助
け
と
な
り
ま
し
た
。
３
か
月
以
上
の
渡
航
か
ら

応
募
で
き
、
選
考
試
験
等
も
必
要
な
い
た
め
、
留
学
を
考

え
て
い
る
人
は
是
非
、
こ
の
制
度
の
利
用
も
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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CANADA

MESSAGE

多様性の国カナダへの留学
中学から学び始めた英語をきっかけに外国語や海外の生活に惹かれるようになり、高校１年時にStanford 

e-Hiroshimaに参加し海外の教育にも興味を持つようになりました。また、日本の集団行動を重視する文化や

教育に疑問を持ち、多様性の豊かな文化圏でホストファミリーと暮らし、現地の高校に通ってみたいという思いが

芽生え、移民が多くLGBTQなどのアイデンティティにも多様性が見られるカナダへの長期留学を決意しました。

PROFILE

●一日の過ごし方

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

就
寝 就

寝

朝
食
、
身
支
度

起
床

登
校

お
昼
休
憩

帰
宅

夕
食

家
族
で
映
画
や

ゲ
ー
ム

授
業（
三
教
科
）

授
業（
一
教
科
）

自
由
時
間

［左端から順番に］ホストマザーの誕生日ブランチの様子、他の国の留学生と街のナイトフェスティバルに行ったとき、日本のお祭りに友達とボランティアした時の様子

自転車でキャンプに行ったときの写真（左端が田村さん）

留学を考えている人へ

最近では日本にいてもオンラインや留学生との交流を通して異文化交流が

できる機会が沢山あります。それはもちろんとても良いことですが、実際に現

地で暮らしてみないと分からない事がたくさんあります。特に、長期留学だと、

海外に暮らす人たちと交流するだけでなく、より深い仲になれたり、新しい文

化や価値観に触れることで日本と留学先の国に対する見方や自分の今後の人

生に関する考え方が大きく変わったりすることもあります。怖気づいてしまう

気持ちもよく分かりますが、人生を変えるような素晴らしい経験になると思う

ので、是非一歩踏み出して自分だけの留学体験をしてみてはいかがでしょうか。

広島県立祇園北高等学校

田村 果音さん

留学地域 カナダ・ケベック州・モントリオール

プログラム AFS 年間派遣プログラム参加費用 145万円、助成金30万円 学 校 cole secondaire Louis-Riel

期 間 令和４年８月27日～令和５年７月９日

留学体験FILE

No.2



留
学
先
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

実
は
カ
ナ
ダ
に
は
英
語
圏
と
フ
ラ
ン
ス
語
圏
が
あ
り
、

珍
し
い
こ
と
に
私
は
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
あ
る
ケ
ベ
ッ
ク

州
に
留
学
し
て
い
ま
し
た
。

他
人
と
暮
ら
す
こ
と
も
外
国
語
で
会
話
す
る
こ
と
に

も
慣
れ
て
い
な
い
上
、
フ
ラ
ン
ス
語
も
全
く
話
せ
ず
、
最

初
の
頃
の
生
活
は
大
変
で
し
た
。
で
も
、「
自
分
は
ネ
イ

テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な
い
の
だ
か
ら
間
違
え
て
当
然
」と
い
う
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
で
、
文
法
が
大
間
違
い
で
も
、
英
語
と
混

ざ
っ
て
い
て
も
話
し
続
け
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
も
友
達
も
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
私
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
英
語
も
フ
ラ
ン
ス
語
も

間
違
え
る
ご
と
に
上
達
し
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
地
の
人
や
他
の
国
か
ら
来
た
留
学
生
と
話

し
て
い
く
中
で
、
疑
問
に
思
っ
た
事
が
あ
る
時
は
積
極

的
に
質
問
す
る
べ
き
だ
と
学
び
ま
し
た
。
日
本
で
は
質

問
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
人
が
多
い
の
で
す
が
、
異
文

化
の
中
で
生
活
し
て
い
る
と
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
が
何
の
話
を
し
て
い
る
か
分
か

ら
な
い
時
や
現
地
の
人
と
の
挨
拶
の
仕
方
な
ど
、
日
常

で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
す
ぐ
に
現
地
の
人
に
聞
く
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
周
り
の
人
も
私
が
何
に
戸
惑
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、
質
問

す
る
こ
と
で
会
話
が
広
が
っ
た
り
、
日
本
の
文
化
に
つ

い
て
も
話
せ
る
機
会
が
出
来
た
り
し
て
、
私
は
臆
す
る

こ
と
な
く
質
問
し
た
こ
と
が
現
地
の
人
と
仲
良
く
な
れ

た
理
由
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

体
験
し
た
多
様
性

私
が
住
ん
で
い
た
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
と
て
も
多
様

性
に
あ
ふ
れ
た
街
で
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
。
現
に
私
の
通
っ
て
い
た
学
校
で
は
ケ
ベ

コ
ワ
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
は
学
年
に
十

数
人
し
か
お
ら
ず
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ハ
イ

チ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
様
々
な
国
の
ル
ー
ツ
を
も
つ
人

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
黒
人
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
様
々
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持

つ
友
人
達
と
交
流
し
て
い
く
中
で
他
人
の
考
え
を
尊
重

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
家
庭
内
で
も
多
様
性
を
感
じ
る
こ
と
は
沢
山

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ネ
イ
ル
は
女
性
の
す
る
こ
と

だ
と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
が
、
男
の
子
で
も
ネ
イ
ル

を
し
た
い
と
言
え
ば
否
定
し
な
い
等
、
性
別
的
な
イ

メ
ー
ジ
や
社
会
的
な
概
念
に
こ
だ
わ
ら
ず
子
ど
も
の
個

性
を
伸
ば
す
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
っ
た
の
で
、
そ
の

よ
う
な
家
庭
で
過
ご
す
う
ち
に
、
自
分
も
自
分
の
意
見

を
持
ち
発
言
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

が
苦
手
だ
と
思
う
事
も
こ
れ
が「
私
」だ
と
受
け
入
れ
る

よ
う
に
な
り
、
様
々
な
面
で
本
当
の
自
分
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

留
学
の
楽
し
さ

私
が
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
留

学
を
通
し
て
成
長
し
て
い
け
る
こ
と
の
楽
し
さ
で
す
。

留
学
と
聞
い
た
と
き
に
プ
ロ
ム
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
キ

ラ
キ
ラ
し
た
生
活
を
留
学
の
楽
し
み
だ
と
思
う
人
が
ほ

と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
が
、
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
課

題
を
提
出
し
た
時
や
友
達
や
家
族
と
の
会
話
に
混
ざ
っ

て
発
言
で
き
た
時
な
ど
、
ど
ん
な
に
小
さ
い
事
で
も
日

常
の
中
で
自
分
の
成
長
を
感
じ
た
時
の
喜
び
や
達
成
感

は
留
学
し
た
本
人
に
し
か
味
わ
え
な
い
も
の
で
、
そ
れ

こ
そ
が
留
学
の
本
当
の
魅
力
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

留
学
経
験
を
通
し
て
広
が
っ
た
可
能
性

私
は
こ
の
留
学
に
行
く
前
は
海
外
へ
行
っ
た
こ
と
が

な
く
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
街
の
事
し
か
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
一
人
で
見
知
ら
ぬ
国
に
行
き
、

日
本
人
が
周
り
に
い
な
い
環
境
で
友
達
が
で
き
た
こ
と

や
他
人
だ
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
本
当
の
家
族
の

よ
う
に
な
れ
た
こ
と
、
辛
い
と
き
を
乗
り
超
え
ら
れ
た

こ
と
や
知
ら
な
か
っ
た
自
分
を
見
つ
け
た
こ
と
な
ど
、

留
学
で
得
た
す
べ
て
の
経
験
か
ら
異
国
の
地
で
も
私
は

大
切
な
人
達
や
思
い
出
が
で
き
、
生
活
し
て
い
け
る
と

分
か
り
、
自
分
の
中
の
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
世
界
の
色
々
な
場
所
に
行
っ

て
、
様
々
な
人
や
文
化
に
出
会
い
世
界
の
こ
と
を
よ
り

深
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
島
県
留
学
助
成
金
制
度
の
活
用

私
は
広
島
県
留
学
助
成
金
制
度
を
活
用
し
ま
し
た
。

長
期
の
留
学
は
ど
う
し
て
も
費
用
が
高
く
な
る
の
で
、

返
済
の
必
要
が
な
い
こ
の
制
度
は
海
外
留
学
を
行
う
上

で
の
助
け
と
な
り
ま
し
た
。
３
か
月
以
上
の
渡
航
か
ら

応
募
で
き
、
選
考
試
験
等
も
必
要
な
い
た
め
、
留
学
を
考

え
て
い
る
人
は
是
非
、
こ
の
制
度
の
利
用
も
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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CANADA

MESSAGE

多様性の国カナダへの留学
中学から学び始めた英語をきっかけに外国語や海外の生活に惹かれるようになり、高校１年時にStanford 

e-Hiroshimaに参加し海外の教育にも興味を持つようになりました。また、日本の集団行動を重視する文化や

教育に疑問を持ち、多様性の豊かな文化圏でホストファミリーと暮らし、現地の高校に通ってみたいという思いが

芽生え、移民が多くLGBTQなどのアイデンティティにも多様性が見られるカナダへの長期留学を決意しました。

PROFILE

●一日の過ごし方

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

就
寝 就

寝

朝
食
、
身
支
度

起
床

登
校

お
昼
休
憩

帰
宅

夕
食

家
族
で
映
画
や

ゲ
ー
ム

授
業（
三
教
科
）

授
業（
一
教
科
）

自
由
時
間

［左端から順番に］ホストマザーの誕生日ブランチの様子、他の国の留学生と街のナイトフェスティバルに行ったとき、日本のお祭りに友達とボランティアした時の様子

自転車でキャンプに行ったときの写真（左端が田村さん）

留学を考えている人へ

最近では日本にいてもオンラインや留学生との交流を通して異文化交流が

できる機会が沢山あります。それはもちろんとても良いことですが、実際に現

地で暮らしてみないと分からない事がたくさんあります。特に、長期留学だと、

海外に暮らす人たちと交流するだけでなく、より深い仲になれたり、新しい文

化や価値観に触れることで日本と留学先の国に対する見方や自分の今後の人

生に関する考え方が大きく変わったりすることもあります。怖気づいてしまう

気持ちもよく分かりますが、人生を変えるような素晴らしい経験になると思う

ので、是非一歩踏み出して自分だけの留学体験をしてみてはいかがでしょうか。

広島県立祇園北高等学校

田村 果音さん

留学地域 カナダ・ケベック州・モントリオール

プログラム AFS 年間派遣プログラム参加費用 145万円、助成金30万円 学 校 cole secondaire Louis-Riel

期 間 令和４年８月27日～令和５年７月９日

留学体験FILE

No.2



教
育
の
本
質

私
は
10
か
月
間
、
プ
オ
ラ
ン
カ
と
い
う
人
口

2
0
0
0
人
ほ
ど
の
小
さ
な
町
に
留
学
し
て
い
ま
し
た
。

「
最
先
端
の
教
育
現
場
を
見
た
い
」と
い
う
思
い
を
持
っ

て
留
学
し
た
私
に
と
っ
て
、
田
舎
町
の
高
校
は
、
ど
こ
か

物
足
り
ず
、
初
め
の
数
週
間
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
の

表
面
的
な
特
徴
を
必
死
に
探
そ
う
と
し
て
い
る
自
分
が

い
ま
し
た
。

し
か
し
現
地
で
高
校
生
と
し
て
学
校
生
活
を
送
る
中

で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
教
育
先
進
国
と
言
わ
れ
て
い
る

理
由
は
学
校
の
規
模
感
や
充
実
し
た
学
習
設
備
だ
け
で

な
く
、
日
々
の
授
業
で
垣
間
見
ら
れ
る
教
育
シ
ス
テ
ム

に
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
例
え
ば
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
さ

れ
た
テ
ス
ト
や
提
出
の
義
務
が
な
い
課
題
な
ど
は
こ
れ

ま
で
私
が
体
験
し
て
き
た
も
の
と
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
て
、
非
常
に
興
味
深
い
違
い
で
し
た
。

ま
た
通
っ
て
い
た
高
校
に
併
設
さ
れ
て
い
る
小
学
校

で
、
先
生
方
の
手
伝
い
な
ど
を
含
め
た
教
育
実
習
の
よ

う
な
も
の
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
一
人

一
人
に
寄
り
添
い
、
授
業
展
開
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
探

求
を
絶
や
さ
な
い
先
生
方
の
姿
は
印
象
的
で
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
い
う
地
で
将
来
教
育
を
探
求
し
た
い
、
と
強

く
思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

留
学
を
経
て
変
わ
っ
た
こ
と

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
は
他
人
に
干
渉
し
す
ぎ
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
留
学
を
経
て
私
自
身
も
人
の
目
を

気
に
す
る
こ
と
が
減
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
留
学
前

か
ら
比
較
的
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
性
格
で
し
た
が
、
よ
り
一

層
物
事
を
前
向
き
に
捉
え
、
自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
と

い
う
意
識
が
芽
生
え
ま
し
た
。

ま
た
、
滞
在
中
は
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
場
所

で
過
ご
し
て
い
た
た
め
、
自
然
と
自
分
と
向
き
合
う
時

間
が
増
え
ま
し
た
。
自
身
の
感
情
や
決
断
を
大
切
に
す

る
中
で
、
自
己
理
解
が
深
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

留
学
中
は
文
化
や
習
慣
の
違
い
、
言
語
の
壁
、
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
な
ど
、
様
々
な
問
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
当
然
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
先
生
、
友
人
な
ど
に
支
え
ら
れ

ま
し
た
が
最
終
的
に
は
自
分
の
力
で
解
決
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
自
分
で
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
や
っ
て
み
よ
う
、
と
積
極
的
に
解
決
し
よ
う
と
試

み
る
姿
勢
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

帰
国
後
振
り
返
っ
て

帰
国
し
て
早
半
年
。
10
か
月
ぶ
り
の
日
本
で
の
年
末

年
始
を
満
喫
し
て
い
る
中
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
雪
景
色

を
恋
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
滞
在
中
は
、
日
本
食
や
家

族
を
求
め
、
日
本
へ
の
帰
国
を
今
か
今
か
と
楽
し
み
に

し
て
い
る
自
分
も
い
ま
し
た
。
帰
国
後
は
学
校
で
の
忙

し
い
日
々
に
追
わ
れ
、
ま
た
す
っ
か
り
日
本
で
の
生
活

に
慣
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
帰
国
後
に
学
年
を
下
げ
た

た
め
、
新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
が
、
そ
の
分
余
裕
が
で
き
、
心
な
し
か
留
学
前
よ
り

も
学
業
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
っ

て
お
り
、
２
歳
下
の
ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
か
ら
は
毎
日
の

よ
う
に
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
す（
笑
）。
そ
ん
な
ホ
ス

ト
シ
ス
タ
ー
は
帰
国
か
ら
２
か
月
後
の
夏
休
み
中
に
、

来
日
し
３
週
間
ほ
ど
、
一
緒
に
日
本
の
夏
を
楽
し
み
ま

し
た
。
滞
在
中
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ
て
、

「
お
も
て
な
し
」と
い
う
形
で
留
学
中
の
恩
を
返
せ
た
の

は
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
先
日
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か

ら
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
き
ま
し
た
。
お
返
し

に
ど
ん
な
も
の
を
送
ろ
う
か
考
え
な
が
ら
、
今
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

留
学
中
の
思
い
出
B
E
S
T
３

①
本
場
で
過
ご
し
た
特
別
な
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
に
と
っ
て
、
一
大
イ
ベ

ン
ト
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
、
現
地
で
体
験
で

き
た
の
は
一
生
の
思
い
出
で
す
。
サ
ン
タ

が
い
る
町
と
知
ら
れ
る
ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
行
っ
た

り
、
大
人
や
子
供
問
わ
ず
、
大
量
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
み
ん
な
で
開
封
し
た
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
は
毎
日
が
特
別
で
し
た
。

②
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船

旅
行

出
国
前
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
予

約
し
て
く
れ
て
い
た
ク
ル
ー
ズ
船
旅
行

は
、
留
学
後
初
め
て
の
連
休
中（
秋
休
み
）

に
行
き
ま
し
た
。
豪
華
な
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に

船
か
ら
の
眺
め
、
都
市
部
で
の
観
光
等
を

含
め
、
し
っ
か
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ

と
が
で
き
た
最
高
の
旅
で
し
た
。

③
合
唱
団
で
歌
っ
た
幸
せ
な
日
々

元
々
歌
を
歌
う
の
が
好
き
だ
っ
た
た

め
、
留
学
中
は
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
と
一
緒
に
地
域
の
合
唱

団
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
温
か
く

愉
快
な
仲
間
た
ち
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
曲
を
歌
っ
た

時
間
は
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
絶
対
に
行
き
た
い

大
好
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
私
の
居
場
所
で
す
。

広
島
県
留
学
助
成
金
制
度
の
活
用

留
学
す
る
に
当
た
り
、
県
の
助
成
金
の
お
か
げ
で
、
全

体
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
分
を
出
発
前
の

買
い
出
し
等
に
活
用
で
き
ま
し
た
。
自
身
の
留
学
を
後

押
し
し
て
く
れ
た
こ
の
制
度
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

長
期
留
学
に
か
か
る
費
用
は
決
し
て
安
く
あ
り
ま
せ

ん
。
留
学
を
検
討
さ
れ
る
際
に
は
、
お
住
ま
い
の
県
や

自
治
体
、
他
団
体
等
が
提
供
し
て
い
る
奨
学
金
の
利
用

を
お
勧
め
し
ま
す
。
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FINLAND

MESSAGE

教育先進国フィンランドへの留学
広島叡智学園に入学後、国際バカロレア（IB）のカリキュラムを通じて教育への興味に火がつきました。

なぜ地域ごとに教育の特色が異なるのか疑問を持ち、その中でも教育先進国として知られるフィンランド

の教育現場を見てみたいと思うようになりました。高校生のうちに現地でその実態を確かめたいと思い、

フィンランドへの長期留学を実現させました。

PROFILE

●一日の過ごし方

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

就
寝

就
寝

授
業起

床
休
憩（
昼
食
）

休
憩（
昼
食
）

自
由
時
間

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
映
画
、
ゲ
ー
ム

授
業

授
業

夕
食

［左端から順番に］合唱団、雪景色

ホストファミリーとの写真（中央が松室さん）

留学を考えている人へ

留学を通じ、私が得た１番の学びは「自らの目で確かめる」ことの大切さで

す。私は留学中、期待していたこと、思い描いていたものと現実とのギャップに

驚かされました。例えば、フィンランドに行く前は、宿題やテストがないと思って

いましたが、実際にはあったり、留学生に対して皆関心が高いと期待していまし

たが、想像以上に反応がクールだったり、と現地に行き、国や文化に対する自身

の解釈が変わった点は多くあります。

これらはもし私がフィンランドに留学していなければ、今後も偏見という形で

誤認していたかもしれない、ということを踏まえると、この高校生という早い段

階で、世界に飛び出し、自身の目で事実を確かめられたことには大きな意味があ

ると思います。

海外留学を考えている人にはぜひ、自分の目で確かめたいこと、知りたいこと

を現地で探究し、その実態を掴んでいただきたい、と思っています。

広島県立広島叡智学園高等学校

松室 美胡さん
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教
育
の
本
質

私
は
10
か
月
間
、
プ
オ
ラ
ン
カ
と
い
う
人
口

2
0
0
0
人
ほ
ど
の
小
さ
な
町
に
留
学
し
て
い
ま
し
た
。

「
最
先
端
の
教
育
現
場
を
見
た
い
」と
い
う
思
い
を
持
っ

て
留
学
し
た
私
に
と
っ
て
、
田
舎
町
の
高
校
は
、
ど
こ
か

物
足
り
ず
、
初
め
の
数
週
間
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
の

表
面
的
な
特
徴
を
必
死
に
探
そ
う
と
し
て
い
る
自
分
が

い
ま
し
た
。

し
か
し
現
地
で
高
校
生
と
し
て
学
校
生
活
を
送
る
中

で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
教
育
先
進
国
と
言
わ
れ
て
い
る

理
由
は
学
校
の
規
模
感
や
充
実
し
た
学
習
設
備
だ
け
で

な
く
、
日
々
の
授
業
で
垣
間
見
ら
れ
る
教
育
シ
ス
テ
ム

に
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
例
え
ば
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
さ

れ
た
テ
ス
ト
や
提
出
の
義
務
が
な
い
課
題
な
ど
は
こ
れ

ま
で
私
が
体
験
し
て
き
た
も
の
と
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
て
、
非
常
に
興
味
深
い
違
い
で
し
た
。

ま
た
通
っ
て
い
た
高
校
に
併
設
さ
れ
て
い
る
小
学
校

で
、
先
生
方
の
手
伝
い
な
ど
を
含
め
た
教
育
実
習
の
よ

う
な
も
の
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
一
人

一
人
に
寄
り
添
い
、
授
業
展
開
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
探

求
を
絶
や
さ
な
い
先
生
方
の
姿
は
印
象
的
で
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
い
う
地
で
将
来
教
育
を
探
求
し
た
い
、
と
強

く
思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

留
学
を
経
て
変
わ
っ
た
こ
と

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
は
他
人
に
干
渉
し
す
ぎ
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
留
学
を
経
て
私
自
身
も
人
の
目
を

気
に
す
る
こ
と
が
減
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
留
学
前

か
ら
比
較
的
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
性
格
で
し
た
が
、
よ
り
一

層
物
事
を
前
向
き
に
捉
え
、
自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
と

い
う
意
識
が
芽
生
え
ま
し
た
。

ま
た
、
滞
在
中
は
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
場
所

で
過
ご
し
て
い
た
た
め
、
自
然
と
自
分
と
向
き
合
う
時

間
が
増
え
ま
し
た
。
自
身
の
感
情
や
決
断
を
大
切
に
す

る
中
で
、
自
己
理
解
が
深
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

留
学
中
は
文
化
や
習
慣
の
違
い
、
言
語
の
壁
、
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
な
ど
、
様
々
な
問
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
当
然
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
先
生
、
友
人
な
ど
に
支
え
ら
れ

ま
し
た
が
最
終
的
に
は
自
分
の
力
で
解
決
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
自
分
で
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
や
っ
て
み
よ
う
、
と
積
極
的
に
解
決
し
よ
う
と
試

み
る
姿
勢
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

帰
国
後
振
り
返
っ
て

帰
国
し
て
早
半
年
。
10
か
月
ぶ
り
の
日
本
で
の
年
末

年
始
を
満
喫
し
て
い
る
中
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
雪
景
色

を
恋
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
滞
在
中
は
、
日
本
食
や
家

族
を
求
め
、
日
本
へ
の
帰
国
を
今
か
今
か
と
楽
し
み
に

し
て
い
る
自
分
も
い
ま
し
た
。
帰
国
後
は
学
校
で
の
忙

し
い
日
々
に
追
わ
れ
、
ま
た
す
っ
か
り
日
本
で
の
生
活

に
慣
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
帰
国
後
に
学
年
を
下
げ
た

た
め
、
新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
が
、
そ
の
分
余
裕
が
で
き
、
心
な
し
か
留
学
前
よ
り

も
学
業
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
っ

て
お
り
、
２
歳
下
の
ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
か
ら
は
毎
日
の

よ
う
に
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
す（
笑
）。
そ
ん
な
ホ
ス

ト
シ
ス
タ
ー
は
帰
国
か
ら
２
か
月
後
の
夏
休
み
中
に
、

来
日
し
３
週
間
ほ
ど
、
一
緒
に
日
本
の
夏
を
楽
し
み
ま

し
た
。
滞
在
中
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ
て
、

「
お
も
て
な
し
」と
い
う
形
で
留
学
中
の
恩
を
返
せ
た
の

は
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
先
日
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か

ら
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
き
ま
し
た
。
お
返
し

に
ど
ん
な
も
の
を
送
ろ
う
か
考
え
な
が
ら
、
今
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

留
学
中
の
思
い
出
B
E
S
T
３

①
本
場
で
過
ご
し
た
特
別
な
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
に
と
っ
て
、
一
大
イ
ベ

ン
ト
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
、
現
地
で
体
験
で

き
た
の
は
一
生
の
思
い
出
で
す
。
サ
ン
タ

が
い
る
町
と
知
ら
れ
る
ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
行
っ
た

り
、
大
人
や
子
供
問
わ
ず
、
大
量
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
み
ん
な
で
開
封
し
た
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
は
毎
日
が
特
別
で
し
た
。

②
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船

旅
行

出
国
前
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
予

約
し
て
く
れ
て
い
た
ク
ル
ー
ズ
船
旅
行

は
、
留
学
後
初
め
て
の
連
休
中（
秋
休
み
）

に
行
き
ま
し
た
。
豪
華
な
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に

船
か
ら
の
眺
め
、
都
市
部
で
の
観
光
等
を

含
め
、
し
っ
か
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ

と
が
で
き
た
最
高
の
旅
で
し
た
。

③
合
唱
団
で
歌
っ
た
幸
せ
な
日
々

元
々
歌
を
歌
う
の
が
好
き
だ
っ
た
た

め
、
留
学
中
は
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
と
一
緒
に
地
域
の
合
唱

団
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
温
か
く

愉
快
な
仲
間
た
ち
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
曲
を
歌
っ
た

時
間
は
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
絶
対
に
行
き
た
い

大
好
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
私
の
居
場
所
で
す
。

広
島
県
留
学
助
成
金
制
度
の
活
用

留
学
す
る
に
当
た
り
、
県
の
助
成
金
の
お
か
げ
で
、
全

体
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
分
を
出
発
前
の

買
い
出
し
等
に
活
用
で
き
ま
し
た
。
自
身
の
留
学
を
後

押
し
し
て
く
れ
た
こ
の
制
度
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

長
期
留
学
に
か
か
る
費
用
は
決
し
て
安
く
あ
り
ま
せ

ん
。
留
学
を
検
討
さ
れ
る
際
に
は
、
お
住
ま
い
の
県
や

自
治
体
、
他
団
体
等
が
提
供
し
て
い
る
奨
学
金
の
利
用

を
お
勧
め
し
ま
す
。
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MESSAGE

教育先進国フィンランドへの留学
広島叡智学園に入学後、国際バカロレア（IB）のカリキュラムを通じて教育への興味に火がつきました。

なぜ地域ごとに教育の特色が異なるのか疑問を持ち、その中でも教育先進国として知られるフィンランド

の教育現場を見てみたいと思うようになりました。高校生のうちに現地でその実態を確かめたいと思い、

フィンランドへの長期留学を実現させました。

PROFILE

●一日の過ごし方

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

就
寝

就
寝

授
業起

床
休
憩（
昼
食
）

休
憩（
昼
食
）

自
由
時
間

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
映
画
、
ゲ
ー
ム

授
業

授
業

夕
食

［左端から順番に］合唱団、雪景色

ホストファミリーとの写真（中央が松室さん）

留学を考えている人へ

留学を通じ、私が得た１番の学びは「自らの目で確かめる」ことの大切さで

す。私は留学中、期待していたこと、思い描いていたものと現実とのギャップに

驚かされました。例えば、フィンランドに行く前は、宿題やテストがないと思って

いましたが、実際にはあったり、留学生に対して皆関心が高いと期待していまし

たが、想像以上に反応がクールだったり、と現地に行き、国や文化に対する自身

の解釈が変わった点は多くあります。

これらはもし私がフィンランドに留学していなければ、今後も偏見という形で

誤認していたかもしれない、ということを踏まえると、この高校生という早い段

階で、世界に飛び出し、自身の目で事実を確かめられたことには大きな意味があ

ると思います。

海外留学を考えている人にはぜひ、自分の目で確かめたいこと、知りたいこと

を現地で探究し、その実態を掴んでいただきたい、と思っています。

広島県立広島叡智学園高等学校

松室 美胡さん
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国際交流プログラムへの
参加を目指す人への MESSAGE

国際交流プログラムに参加すると、国境を超えて多くの人と交友関係を

築いたり、知らない世界で新たな学びを得ることができます。仮に選考段

階で落選したとしても、多くの学びを得られるのが国際交流プログラムの

真の魅力だと私は思います。現地で培いたいスキルは何か、自分のどんな

個性を活かすことができるか、留学後どんな自分でありたいのか。これら

について考えを巡らせるだけでも、夢は随分と具体的になり、必ずどこか

で役に立つと思います。

参加を目指す皆さん、多少のリスクは気にせず、まずは一歩踏み出して

みて下さい。応援しております。

国際交流プログラムへの
参加を目指す人への

「私なんて…」と思って国際交流プログラムへの参加を躊躇して

いる人がいたら、参加することを強くおすすめします。語学力や

学校の課題など不安要素もたくさんあると思いますが、出発して

しまえばどうにかなります。私も、学校を休んでしまうことや溜

まっているレポートの数を考えて、応募をするかとても迷いました

し、合格決定後も不安でした。実際、派遣中に課題を行うことも

ありました。しかし、その壁を乗り越えられたら「私やるじゃ

ん！」と思えます。ぜひ自分の可能性を信じてみてください。新

しい挑戦でも、自分次第で可能性はいくらでも広げられます。

MESSAGE

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
へ
の
動
機

私
は
以
前
よ
り
、
異
文
化
交
流
に
関
心
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
例
え
ば
日
本
で
は
謙
遜
が
美
徳
と
さ
れ
、
そ

の
気
遣
い
や
お
も
て
な
し
の
精
神
は
世
界
か
ら
も
称

賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
米
国
で
は
、
自
分
の
意
見
を

は
っ
き
り
主
張
し
な
い
者
は
周
囲
か
ら
敬
遠
さ
れ
る

と
聞
き
ま
す
。
こ
の
違
い
は
、
そ
の
国
の
価
値
観
や
文

化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
地

域
の
み
で
生
活
し
て
い
て
は
双
方
の
文
化
を
知
る
機

会
は
乏
し
く
、
自
分
自
身
の
視
野
も
狭
ま
っ
て
し
ま
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
米
国
の
高
校
生
と
共
同

生
活
を
送
り
、
異
文
化
交
流
を
体
験
で
き
る
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。

合
格
決
定
か
ら
出
発
ま
で
の
語
学
力
向

上
の
準
備

現
地
の
高
校
生
と
社
会
問
題
に
つ
い
て
英
語
で
議

論
す
る
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
準
備
期
間

中
、
週
一
回
、
社
会
問
題
に
関
す
る
動
画
を
視
聴
し
、

日
本
人
参
加
者
同
士
で
意
見
を
交
わ
す
場
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
個
人
と
し
て
は
、
放
課
後
に
自
校

の
A
L
T
の
先
生
と
会
話
す
る
な
ど
し
て
英
語
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
す
よ
う
努
め
ま
し
た
が
、
短
期
間

で
は
成
長
が
実
感
で
き
ず
、
留
学
中
に
悔
し
い
思
い

を
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
語
彙
を
増
や
す

こ
と
だ
け
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
、
言
い
た
い
こ

と
を
既
に
知
っ
て
い
る
英
単
語
で
表
現
す
る
力
を

も
っ
と
鍛
え
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
代
表
と
し
て
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加

留
学
中
、
日
本
人
参
加
者
が
各
出
身
地
を
代
表
し

て
各
々
の
出
身
地
に
つ
い
て
１
分
間
で
P
R
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
発
表
す
る
順
番
に
な
り

“I cam
e from

 H
iroshim

a.”

と
言
っ
た
瞬
間
、
明
ら

か
に
他
県
出
身
の
参
加
者
と
は
違
う
目
を
向
け
ら
れ

た
の
を
感
じ
ま
し
た
。
後
日
、
平
和
に
関
す
る
ス

ピ
ー
チ
を
行
う
機
会
を
頂
き
、
広
島
の
地
で
起
き
た

こ
と
や
私
自
身
が
描
く
平
和
像
に
つ
い
て
話
す
と
、

多
く
の
米
国
側
参
加
者
が
質
問
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
の
時
感
じ
た
強
い
視
線
は
、
彼
ら
が
ヒ
ロ
シ
マ
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
や
熱
意
が

表
れ
た
も
の
だ
と
、
そ
の
時
思
い
ま
し
た
。
現
地
で

は
、
自
分
な
り
の
言
葉
で
広
島
県
の
魅
力
や
歴
史
に

つ
い
て
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
へ
の
動
機

「
現
地
」交
流
に
魅
力
を
感
じ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応

募
を
決
め
ま
し
た
。
昨
今
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
が

可
能
と
な
り
、
S
N
S
を
通
じ
て
海
外
の
人
と
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に「
現
地
」に
行

く
こ
と
で
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
文
化
や
日
本
と
の
違
い

が
あ
る
と
考
え
応
募
し
ま
し
た
。
ま
た
、
対
面
で
海
外

の
方
と
交
流
し
、
本
音
で
語
り
合
え
る
と
考
え
た
の
も

理
由
の
一
つ
で
し
た
。
併
せ
て
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
応

募
資
格
が
16
歳
以
上
27
歳
以
下
で
あ
っ
た
た
め
、
様
々

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
方
々
と
関
わ
れ
る
こ
と

も
魅
力
で
し
た
。
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
は
、
海

外
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
全
国
か
ら
集
ま
る
同
じ

強
い
意
志
を
持
っ
た
方
達
と
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
様
々
な
価
値
観
に
触
れ
、
世
界

を
多
面
的
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
機
会
だ
と
考

え
ま
し
た
。

合
格
決
定
か
ら
出
発
ま
で
の
語
学
力
向
上

の
準
備

合
格
が
決
定
し
て
か
ら
出
発
ま
で
の
期
間
は
お
よ
そ

１
か
月
で
、
ま
た
、
派
遣
決
定
後
は
派
遣
中
に
あ
る
対
話

イ
ベ
ン
ト
で
の
ス
ピ
ー
チ
作
成
な
ど
で
忙
し
か
っ
た
た

め
、
あ
ま
り
語
学
の
面
で
の
準
備
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
や
は
り
派
遣
前
は「
ち
ゃ
ん
と
私
の
英
語

が
通
じ
る
か
な
」と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
た
め
、
日
常
で

使
え
そ
う
な
英
語
は
調
べ
て
行
き
ま
し
た
。
学
校
で
使

う
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
英
語
と
、
普
段
の
会
話
で
使
う
英

語
は
全
然
違
い
、
日
常
会
話
の
た
め
の
英
語
は
学
校
で

あ
ま
り
教
わ
ら
な
い
た
め
難
し
か
っ
た
で
す
。
派
遣
前

は
英
語
力
が
不
安
で
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
案
外

大
丈
夫
だ
っ
た
な
と
い
う
印
象
で
す
。
現
地
の
若
者
と

交
流
し
た
時
に「
英
語
上
手
だ
ね
！
自
信
持
っ
て
！
」と

言
っ
て
も
ら
え
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

日
本
の
代
表
と
し
て
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

の
取
り
組
み

派
遣
先
で
は
、
対
話
イ
ベ
ン
ト
で
地
球
規
模
課
題
に

関
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
現
地
の
同
年
代
の
方
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
後
に

は
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、
建
前
で
は
な
い「
本
音
」の
議

論
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
音

で
話
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
現
地
」で
の
交
流
の
強
み

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
派
遣
中
に
は
現
地
に
あ
る

日
本
大
使
館
を
訪
問
し
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス

の
関
係
の
観
点
か
ら
公
使
の
方
に
講
義
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
核
兵
器
廃
絶
と
い
う
理
想
と
今
の
現
実
の

バ
ラ
ン
ス
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
公
使
の
お

話
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多
様
性
の

必
要
性
や
様
々
な
人
と
出
会
い
世
界
を
知
る
こ
と
の
大

切
さ
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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高校生外交官として
渡米
中学生の頃から英語や異文化に興味を持っており、いつか留学したいと考えていた。しかし留学には

多額の費用がかかるため、現実的には実行が難しいのではないかと懸念していたところ、新聞で「参

加費無料の海外交流プログラム」という広告記事を見つけた。このプログラムに参加して自分の世界

を広げたいと思い、応募を決意した。
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憩
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ッ
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ョ
ン

振
り
返
り

翌
日
の
予
定
確
認

就
寝
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備

米
国
文
化
に
関
す
る

授
業

プ
レ
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ン
テ
ー
シ
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ン

＆
意
見
交
流

夕
食

日
本
文
化
の
交
流
会

●一日の過ごし方（対話イベントの日）
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ベ
ン
ト

移
動
・
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食

現
地
の
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と
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交
流
会

学
校
の
課
題

留学地域 アメリカ合衆国ワシントンD.C、バージニア州

プログラム AIG高校生外交官渡米プログラム

期 間 令和５年７月16日～令和５年８月1日

広島県立広島国泰寺高等学校小林 芽衣さん

「現地」でしか得ることの
できない体験
中学１年生のとき、学校の授業で、アメリカの小学生とヒロシマについての教科書を作り、平和に興

味を持ち始めた。広島でＧ７サミットが開催されたのにも関わらず、サミット開催に際して自主的に活

動をしなかった後悔がきっかけとなり、今回のプログラムへの応募を決めた。現在は国際バカロレア

ディプロマ・プログラム履修中で、海外大学進学を目指している。将来の夢は、平和な社会づくりに

貢献することである。

留学地域 イギリス、フランス

プログラム Ｇ７広島サミット レガシー・プロジェクト「若者たちのピース・キャラバン」

期 間 令和５年10月29日～令和５年11月５日

広島県立広島叡智学園高等学校黒瀬 陽音さん

国際交流プログラムに参加しました！ UNITED STATES OF AMERICANO.1国際交流プログラムに参加しました！ UNITED KINGDOM, FRANCENO.2

フランスの対話イベントでの集合写真（前列左から2人目が黒瀬さん） 卒業認定書を頂いた時の写真（右側が小林さん）



国際交流プログラムへの
参加を目指す人への MESSAGE

国際交流プログラムに参加すると、国境を超えて多くの人と交友関係を
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国際交流プログラムへの
参加を目指す人への

「私なんて…」と思って国際交流プログラムへの参加を躊躇して
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し、合格決定後も不安でした。実際、派遣中に課題を行うことも

ありました。しかし、その壁を乗り越えられたら「私やるじゃ

ん！」と思えます。ぜひ自分の可能性を信じてみてください。新

しい挑戦でも、自分次第で可能性はいくらでも広げられます。

MESSAGE

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
へ
の
動
機

私
は
以
前
よ
り
、
異
文
化
交
流
に
関
心
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
例
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ば
日
本
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は
謙
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美
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と
さ
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そ

の
気
遣
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や
お
も
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な
し
の
精
神
は
世
界
か
ら
も
称
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さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
米
国
で
は
、
自
分
の
意
見
を

は
っ
き
り
主
張
し
な
い
者
は
周
囲
か
ら
敬
遠
さ
れ
る

と
聞
き
ま
す
。
こ
の
違
い
は
、
そ
の
国
の
価
値
観
や
文

化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
地

域
の
み
で
生
活
し
て
い
て
は
双
方
の
文
化
を
知
る
機

会
は
乏
し
く
、
自
分
自
身
の
視
野
も
狭
ま
っ
て
し
ま
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
米
国
の
高
校
生
と
共
同

生
活
を
送
り
、
異
文
化
交
流
を
体
験
で
き
る
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。

合
格
決
定
か
ら
出
発
ま
で
の
語
学
力
向

上
の
準
備

現
地
の
高
校
生
と
社
会
問
題
に
つ
い
て
英
語
で
議

論
す
る
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
準
備
期
間

中
、
週
一
回
、
社
会
問
題
に
関
す
る
動
画
を
視
聴
し
、

日
本
人
参
加
者
同
士
で
意
見
を
交
わ
す
場
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
個
人
と
し
て
は
、
放
課
後
に
自
校

の
A
L
T
の
先
生
と
会
話
す
る
な
ど
し
て
英
語
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
す
よ
う
努
め
ま
し
た
が
、
短
期
間

で
は
成
長
が
実
感
で
き
ず
、
留
学
中
に
悔
し
い
思
い

を
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
語
彙
を
増
や
す

こ
と
だ
け
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
、
言
い
た
い
こ

と
を
既
に
知
っ
て
い
る
英
単
語
で
表
現
す
る
力
を

も
っ
と
鍛
え
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
代
表
と
し
て
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加

留
学
中
、
日
本
人
参
加
者
が
各
出
身
地
を
代
表
し

て
各
々
の
出
身
地
に
つ
い
て
１
分
間
で
P
R
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
発
表
す
る
順
番
に
な
り

“I cam
e from

 H
iroshim

a.”

と
言
っ
た
瞬
間
、
明
ら

か
に
他
県
出
身
の
参
加
者
と
は
違
う
目
を
向
け
ら
れ

た
の
を
感
じ
ま
し
た
。
後
日
、
平
和
に
関
す
る
ス

ピ
ー
チ
を
行
う
機
会
を
頂
き
、
広
島
の
地
で
起
き
た

こ
と
や
私
自
身
が
描
く
平
和
像
に
つ
い
て
話
す
と
、

多
く
の
米
国
側
参
加
者
が
質
問
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
の
時
感
じ
た
強
い
視
線
は
、
彼
ら
が
ヒ
ロ
シ
マ
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
や
熱
意
が

表
れ
た
も
の
だ
と
、
そ
の
時
思
い
ま
し
た
。
現
地
で

は
、
自
分
な
り
の
言
葉
で
広
島
県
の
魅
力
や
歴
史
に

つ
い
て
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
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移
動起

床
身
支
度

イ
ベ
ン
ト
の
準
備

対
話
イ
ベ
ン
ト

移
動
・
夕
食

現
地
の
若
者
と
の

交
流
会

学
校
の
課
題

留学地域 アメリカ合衆国ワシントンD.C、バージニア州

プログラム AIG高校生外交官渡米プログラム

期 間 令和５年７月16日～令和５年８月1日

広島県立広島国泰寺高等学校小林 芽衣さん

「現地」でしか得ることの
できない体験
中学１年生のとき、学校の授業で、アメリカの小学生とヒロシマについての教科書を作り、平和に興

味を持ち始めた。広島でＧ７サミットが開催されたのにも関わらず、サミット開催に際して自主的に活

動をしなかった後悔がきっかけとなり、今回のプログラムへの応募を決めた。現在は国際バカロレア

ディプロマ・プログラム履修中で、海外大学進学を目指している。将来の夢は、平和な社会づくりに

貢献することである。

留学地域 イギリス、フランス

プログラム Ｇ７広島サミット レガシー・プロジェクト「若者たちのピース・キャラバン」

期 間 令和５年10月29日～令和５年11月５日

広島県立広島叡智学園高等学校黒瀬 陽音さん

国際交流プログラムに参加しました！ UNITED STATES OF AMERICANO.1国際交流プログラムに参加しました！ UNITED KINGDOM, FRANCENO.2

フランスの対話イベントでの集合写真（前列左から2人目が黒瀬さん） 卒業認定書を頂いた時の写真（右側が小林さん）



少しでもやりたいと思う気持ちがあるなら、とりあえず

でも絶対に挑戦してみるべきだと思います。実際に会っ

て交流することでしか得られない経験がたくさんありま

す。エッセイの提出が必要だったり、倍率がとても高かっ

たりで、一見無理だと思ってしまう事もあるかもしれませ

んが、自分の考えをしっかり持って、やれることを全部や

ろうという気持ちがあったら絶対に良い方に進んでいくと

思います。

国際交流プログラムへの
参加を目指す人への MESSAGE

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
へ
の
動
機

「
若
者
た
ち
の
ピ
ー
ス
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
私
が
通
っ
て
い
る
学
校
の
掲
示

板
で
し
た
。
募
集
要
項
を
確
認
し
て
み
る
と
、
高
い
英
語

力
と
現
地
の
若
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要

と
さ
れ
て
い
て
、
自
分
の
強
み
を
生
か
せ
る
と
考
え
、
応

募
し
ま
し
た
。

合
格
決
定
か
ら
出
発
ま
で
の
語
学
力
向
上

の
準
備

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
の
経
験
か
ら
、
英
語
に
は
自
信
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
い
ざ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
を
す
る

中
で
、
被
爆
の
実
相
を
伝
え
る
際
に
、
英
語
で
被
害
者
の

思
い
を
伝
え
る
難
し
さ
の
壁
に
当
た
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
合
格
通
知
を
頂
い
て
か
ら
出
発
ま
で
の
時
間
は
、
ど

う
工
夫
し
た
ら
被
害
者
の
思
い
を
英
語
で
伝
え
る
事
が
で

き
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
、
留
学
生
の
友
達
や
知
り
合
い

と
連
絡
を
取
り
、
練
習
を
し
ま
し
た
。

日
本
の
代
表
と
し
て
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

の
取
り
組
み

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
地
の
高
校
生
と
大
学
生

と
の
交
流
と
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
メ
イ
ン
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
し
た
。
高
校
訪
問
で
は
、
ま
ず
現
地
の
高
校
生
に

原
爆
被
爆
の
実
相
に
つ
い
て
と
、
自
分
の
今
ま
で
の
活
動

を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
に
、
様
々
な
地
球
規
模
課
題
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
お

互
い
に
た
く
さ
ん
の
疑
問
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
現
地
の
高
校
生
の
方
が「
な
ぜ
広

島
に
落
と
さ
れ
た
原
爆
は
他
の
兵
器
と
比
べ
て
特
別
な

の
？
」と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
た
時
は
、
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。
私
は
日
本
人
と
し
て
、
原
爆
は
と
て
も
特
別
な
物

で
、
他
の
兵
器
と
は
全
く
比
べ
る
事
が
で
き
な
い
物
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
彼
ら
か
ら
の
視
点
で

は
、
原
爆
は
数
あ
る
兵
器
の
中
の
一
部
で
、
広
島
に
落
と

さ
れ
た
原
爆
は
歴
史
的
出
来
事
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
逆
に
、
今
起
こ
っ
て
い
る
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
が
議
題
に
な
っ
た
際
に
は
、
日
本
で
は
宗

教
教
育
が
盛
ん
で
な
い
こ
と
か
ら
、
現
地
の
高
校
生
と
比

べ
て
、
自
分
の
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
へ
の
理
解
が
浅
か
っ
た

事
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
気
づ
き
ま
し
た
。
私

は
、
こ
の
様
に
、
考
え
や
価
値
観
の
違
い
を
持
つ
こ
と
は

決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
て
、
た
だ
私
た

ち
が
育
っ
た
教
育
、
文
化
、
ま
た
国
の
中
で
重
要
視
し
て

い
る
部
分
が
違
う
だ
け
な
の
だ
と
気
づ
く
事
が
で
き
ま
し

た
。
違
う
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
様
に
お
互

い
に
対
す
る
疑
問
を
共
有
し
、
一
緒
に
な
っ
て
疑
問
の
答

え
を
探
し
て
、
異
な
る
視
点
を
受
け
入
れ
あ
う
機
会
を
増

や
す
こ
と
が
、
今
後
地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
向
き
合
う

上
で
重
要
で
あ
る
と
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

ProfessionalsInterview with 留学経験を経て、それぞれの現場で活躍する
プロフェッショナルからのメッセージ

瀬古 素子 Motoko Seko大海を観た井の中の蛙、
世界のために働き、
世界とともに生きている

叡啓大学ソーシャルシステムデザイン学部准教授。国連・国際
機関職員、JICA 技術協力専門家などの立場で、アジア・アフリ
カ・欧米の10か国で保健医療分野の政策立案や国際協力プ
ロジェクト運営に従事した後、2021年の叡啓大学開学に合わ
せ帰国。専門は国際保健政策、社会課題へのジェンダー・人権
主流化。

留学のきっかけや留学から得たこと

1989 ～ 90 年にアメリカの高校に交換留学しま
した。子どもの頃からラジオの英会話講座を聴き
続け、大人になったら海外で暮らす夢を持っていま
したが、実際に留学したのは、当時の日米政府に
よる高校生交換留学プログラムの奨学生に選ばれ
たことがきっかけでした。
留学先の南カリフォルニアには様々な国からの移

民が多く、通った高校でも生徒の半数は英語が母
語でなく、人種・出身国籍ともにとても多様性に富
んだ環境。他国から移民や難民としてアメリカに
移り住み、第二言語なのに流暢に英語を話し校内
外で活躍している生徒たちに驚愕したのを覚えて
います。時にはアジア人・日本人への偏見に晒され
ることもありましたが、それでも多様な生徒たちを
仲間として受け入れることを「普通」とするアメリカ
人生徒や教職員に、米国社会の懐の深さや異文化
への受容力を感じたものです。異なる背景や思想
を持つ人々が集まることで、議論の視野や持ち寄

る経験が豊かになり様々なイノベーション（創造）
が起こることを体感する毎日でした。
10 代の多感な時期に留学したことで、英語力の

向上だけでなく、英語を使うことで世界中の様々
な人と繋がり、また自分が知らない世界がどれほ
ど大きいかに気付き、視野が一気に世界へと広が
りました。留学中には西ドイツ人留学生とベルリン
の壁崩壊のニュースを観たり、メキシコから経済的
理由による移住をした同級生家族に料理を習った
り、紛争から逃れたアルメニア人難民友人に過酷
な生活の話を聞いたりし、毎日が異文化交流そのも
ので、そのような経験が留学後に国際政策を学び、
さらに国家間格差を失くすべく国連勤務を目指す
ことに繋がりました。またキャリアを極めながら社
会貢献に勤しむホストマザーに出会い、その後の
人生を「日本人だから」「女性だから」という伝統
的役割や、日本の「常識」に縛られることなく選び
進む強さも得たと思います。そのような経験を経
て、開発途上国の保健医療サービスの向上のため
に国連やJICAで働いてきましたが、その間も多国

籍の人々からなるチームに参加したり率いることに
戸惑いもなく、「世界のために働く」という理想を実
現できたのは、高校生のときの留学経験が最も大
きな原動力です。不安は持ちつつも留学しようと
踏み出した 16 歳の自分を今でも時折褒めたいほ
ど、留学は私の一生を拓いた素晴らしい経験でし
た。ぜひ皆さんにも経験して欲しいと思います。

グローバル人材が求められる理由や背景

グローバル化が進み、世界のある地域で発生し
た問題やテクノロジーが国境を簡単に超える時代
です。感染症や環境問題など地球規模で一丸と
なって解決に取り組まなくてはならない課題も山積
し、経済活動も平和構築も一国だけでは自己完結
できないことばかり。このように課題が複雑で難
解になるほど、多様な価値観や経験を持つ人々が
知見を持ち寄り、違いを認め合いながらも活発に
議論をして最適な解をともに創造することが必要と
されます。

持田 摩利支 Marishi Mochida目標を持って、突き進んだ。
振り返れば、「点と点」が
「線」になっていた。

広島市出身。東京大学経済学部を卒業後、三菱商事にて余剰
資金の運用や資金調達に従事。三菱商事退職後、ケロッグ経
営大学院を経て、現在はワシントンDC近郊にて、Capital One 
Financial Corporation に勤務。2023 年、故郷広島の高校生
に早くから留学を経験してほしいとの思いから持田奨学金を立
ち上げ、高校生の支援に取り組んでいる。

アメリカでの挑戦の日々
アメリカで仕事を得るのは楽な道のりではあり
ませんでした。2022 年６月、大学院を卒業した
私はシカゴのアパートの一室で企業に送る履歴
書やレターの準備に四苦八苦していました。
LinkedInというSNS で 200人以上に話を聞か
せてくれとメッセージを送り、100 社以上に応
募。寝る間も惜しんで対策し、最終面接まで進
んだ会社からメール一本で落とされた頃から、
何時に寝ても毎朝４時に目が覚めるようになり
ました。広島から応援してくれる両親、渡米前
に「絶対仕事を見つけるので」と約束して結婚を
認めてもらった妻のご両親に、どうやって謝る
か、ということばかり考えていました。数ヶ月苦
しんだ末、Congratulations！と合格を告げる電
話が来た時は、近くの誰もいない駐車場に駆け
込んで、遂にやったぞと絶叫したことを覚えてい
ます。

高校生の皆さんに伝えたいこと
海外に出て挑戦する人生は否応がなく、良い
時と悪い時の振れ幅が大きい、エキサイティング
な人生になります。これから留学を夢見る広島
の高校生の皆さんに、二つお伝えしたいことがあ
ります。
一つ目は、自分の思いの丈を周りに伝えると、
意外と世界は自分が思った方向に動いてくれる
ということです。アメリカで職探しを始めた当
初、誰が見ず知らずの、怪しい英語を喋るアジア
人の話を聞いてくれるだろうと私は思っていまし
た。しかし、実際に助けを求めてみると、驚く程
の割合でアメリカ人や中国人、ブラジル人が返事
をして、仕事を得るためのアドバイスと、励まし
の言葉をかけてくれました。海外で孤独を感じ
る場面もあるかもしれませんが、自分の殻に閉じ
こもらず、躊躇なく周りの助けを求めると良いと
思います。

二つ目は、自分の好きなことと得意なことを、
仮決めしておくことです。仮決めしてその方向
に突き進む内に、しばしば現実が後からついて
きます。私は元々英語なんて全く話せず、大学
に入るまで海外に出たこともありませんでした
が、自分は英語が得意で、世界中の優秀な人と
働きたいと言い続けてきました。それが後に大
学で英語サークルに入ったりシンガポールで仕
事をする機会に繋がり、今ではアメリカ企業の
本社で、日本人１人の組織で働いています。も
ちろん、動いた結果、あまり好きでも得意でもな
かったと気づくこともあるでしょう。そんな時
は、また考え直せば良いのです。一番良くない
のは何も仮決めせず、分からないからと言って、
周りの人やインターネットの意見に流されること
です。皆さんには、自分なりの尺度を持って、
これぞ我が人生と胸を張れる生き方をしてもら
いたいと思います。

11 10

地球規模の課題解決に
向き合っていく
小中学校時代をシンガポールという多民族、多宗教国家で過ごしたことで、自分とは違う視点を
もった人々と様々な国際課題について議論することに興味を持つようになった。「一見無理に思え
る事でもやりたいと思うことは全部チャレンジした方が良い。」という母の教えから、今回のドイ
ツ・イタリア派遣プロジェクトに応募した。

●一日の過ごし方
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留学地域 ドイツ・ベルリン、イタリア・ミラノ

プログラム G7広島サミット レガシー・プロジェクト「若者たちのピース・キャラバン」

期 間 令和５年11月29日～令和５年12月７日

広島県立広島叡智学園高等学校望月 帆奈さん

国際交流プログラムに参加しました！ GERMANY, ITALYNO.3

世界各国からの参加者との写真（左端が望月さん）



少しでもやりたいと思う気持ちがあるなら、とりあえず

でも絶対に挑戦してみるべきだと思います。実際に会っ

て交流することでしか得られない経験がたくさんありま

す。エッセイの提出が必要だったり、倍率がとても高かっ

たりで、一見無理だと思ってしまう事もあるかもしれませ

んが、自分の考えをしっかり持って、やれることを全部や

ろうという気持ちがあったら絶対に良い方に進んでいくと

思います。

国際交流プログラムへの
参加を目指す人への MESSAGE

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
へ
の
動
機

「
若
者
た
ち
の
ピ
ー
ス
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
私
が
通
っ
て
い
る
学
校
の
掲
示

板
で
し
た
。
募
集
要
項
を
確
認
し
て
み
る
と
、
高
い
英
語

力
と
現
地
の
若
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要

と
さ
れ
て
い
て
、
自
分
の
強
み
を
生
か
せ
る
と
考
え
、
応

募
し
ま
し
た
。

合
格
決
定
か
ら
出
発
ま
で
の
語
学
力
向
上

の
準
備

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
の
経
験
か
ら
、
英
語
に
は
自
信
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
い
ざ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
を
す
る

中
で
、
被
爆
の
実
相
を
伝
え
る
際
に
、
英
語
で
被
害
者
の

思
い
を
伝
え
る
難
し
さ
の
壁
に
当
た
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
合
格
通
知
を
頂
い
て
か
ら
出
発
ま
で
の
時
間
は
、
ど

う
工
夫
し
た
ら
被
害
者
の
思
い
を
英
語
で
伝
え
る
事
が
で

き
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
、
留
学
生
の
友
達
や
知
り
合
い

と
連
絡
を
取
り
、
練
習
を
し
ま
し
た
。

日
本
の
代
表
と
し
て
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

の
取
り
組
み

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
地
の
高
校
生
と
大
学
生

と
の
交
流
と
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
メ
イ
ン
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
し
た
。
高
校
訪
問
で
は
、
ま
ず
現
地
の
高
校
生
に

原
爆
被
爆
の
実
相
に
つ
い
て
と
、
自
分
の
今
ま
で
の
活
動

を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
に
、
様
々
な
地
球
規
模
課
題
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
お

互
い
に
た
く
さ
ん
の
疑
問
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
現
地
の
高
校
生
の
方
が「
な
ぜ
広

島
に
落
と
さ
れ
た
原
爆
は
他
の
兵
器
と
比
べ
て
特
別
な

の
？
」と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
た
時
は
、
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。
私
は
日
本
人
と
し
て
、
原
爆
は
と
て
も
特
別
な
物

で
、
他
の
兵
器
と
は
全
く
比
べ
る
事
が
で
き
な
い
物
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
彼
ら
か
ら
の
視
点
で

は
、
原
爆
は
数
あ
る
兵
器
の
中
の
一
部
で
、
広
島
に
落
と

さ
れ
た
原
爆
は
歴
史
的
出
来
事
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
逆
に
、
今
起
こ
っ
て
い
る
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
が
議
題
に
な
っ
た
際
に
は
、
日
本
で
は
宗

教
教
育
が
盛
ん
で
な
い
こ
と
か
ら
、
現
地
の
高
校
生
と
比

べ
て
、
自
分
の
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
へ
の
理
解
が
浅
か
っ
た

事
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
気
づ
き
ま
し
た
。
私

は
、
こ
の
様
に
、
考
え
や
価
値
観
の
違
い
を
持
つ
こ
と
は

決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
て
、
た
だ
私
た

ち
が
育
っ
た
教
育
、
文
化
、
ま
た
国
の
中
で
重
要
視
し
て

い
る
部
分
が
違
う
だ
け
な
の
だ
と
気
づ
く
事
が
で
き
ま
し

た
。
違
う
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
様
に
お
互

い
に
対
す
る
疑
問
を
共
有
し
、
一
緒
に
な
っ
て
疑
問
の
答

え
を
探
し
て
、
異
な
る
視
点
を
受
け
入
れ
あ
う
機
会
を
増

や
す
こ
と
が
、
今
後
地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
向
き
合
う

上
で
重
要
で
あ
る
と
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

ProfessionalsInterview with 留学経験を経て、それぞれの現場で活躍する
プロフェッショナルからのメッセージ

瀬古 素子 Motoko Seko大海を観た井の中の蛙、
世界のために働き、
世界とともに生きている

叡啓大学ソーシャルシステムデザイン学部准教授。国連・国際
機関職員、JICA 技術協力専門家などの立場で、アジア・アフリ
カ・欧米の10か国で保健医療分野の政策立案や国際協力プ
ロジェクト運営に従事した後、2021年の叡啓大学開学に合わ
せ帰国。専門は国際保健政策、社会課題へのジェンダー・人権
主流化。

留学のきっかけや留学から得たこと

1989 ～ 90 年にアメリカの高校に交換留学しま
した。子どもの頃からラジオの英会話講座を聴き
続け、大人になったら海外で暮らす夢を持っていま
したが、実際に留学したのは、当時の日米政府に
よる高校生交換留学プログラムの奨学生に選ばれ
たことがきっかけでした。
留学先の南カリフォルニアには様々な国からの移

民が多く、通った高校でも生徒の半数は英語が母
語でなく、人種・出身国籍ともにとても多様性に富
んだ環境。他国から移民や難民としてアメリカに
移り住み、第二言語なのに流暢に英語を話し校内
外で活躍している生徒たちに驚愕したのを覚えて
います。時にはアジア人・日本人への偏見に晒され
ることもありましたが、それでも多様な生徒たちを
仲間として受け入れることを「普通」とするアメリカ
人生徒や教職員に、米国社会の懐の深さや異文化
への受容力を感じたものです。異なる背景や思想
を持つ人々が集まることで、議論の視野や持ち寄

る経験が豊かになり様々なイノベーション（創造）
が起こることを体感する毎日でした。
10 代の多感な時期に留学したことで、英語力の
向上だけでなく、英語を使うことで世界中の様々
な人と繋がり、また自分が知らない世界がどれほ
ど大きいかに気付き、視野が一気に世界へと広が
りました。留学中には西ドイツ人留学生とベルリン
の壁崩壊のニュースを観たり、メキシコから経済的
理由による移住をした同級生家族に料理を習った
り、紛争から逃れたアルメニア人難民友人に過酷
な生活の話を聞いたりし、毎日が異文化交流そのも
ので、そのような経験が留学後に国際政策を学び、
さらに国家間格差を失くすべく国連勤務を目指す
ことに繋がりました。またキャリアを極めながら社
会貢献に勤しむホストマザーに出会い、その後の
人生を「日本人だから」「女性だから」という伝統
的役割や、日本の「常識」に縛られることなく選び
進む強さも得たと思います。そのような経験を経
て、開発途上国の保健医療サービスの向上のため
に国連やJICAで働いてきましたが、その間も多国

籍の人々からなるチームに参加したり率いることに
戸惑いもなく、「世界のために働く」という理想を実
現できたのは、高校生のときの留学経験が最も大
きな原動力です。不安は持ちつつも留学しようと
踏み出した 16 歳の自分を今でも時折褒めたいほ
ど、留学は私の一生を拓いた素晴らしい経験でし
た。ぜひ皆さんにも経験して欲しいと思います。

グローバル人材が求められる理由や背景

グローバル化が進み、世界のある地域で発生し
た問題やテクノロジーが国境を簡単に超える時代
です。感染症や環境問題など地球規模で一丸と
なって解決に取り組まなくてはならない課題も山積
し、経済活動も平和構築も一国だけでは自己完結
できないことばかり。このように課題が複雑で難
解になるほど、多様な価値観や経験を持つ人々が
知見を持ち寄り、違いを認め合いながらも活発に
議論をして最適な解をともに創造することが必要と
されます。

持田 摩利支 Marishi Mochida目標を持って、突き進んだ。
振り返れば、「点と点」が
「線」になっていた。

広島市出身。東京大学経済学部を卒業後、三菱商事にて余剰
資金の運用や資金調達に従事。三菱商事退職後、ケロッグ経
営大学院を経て、現在はワシントンDC近郊にて、Capital One 
Financial Corporation に勤務。2023 年、故郷広島の高校生
に早くから留学を経験してほしいとの思いから持田奨学金を立
ち上げ、高校生の支援に取り組んでいる。

アメリカでの挑戦の日々
アメリカで仕事を得るのは楽な道のりではあり
ませんでした。2022 年６月、大学院を卒業した
私はシカゴのアパートの一室で企業に送る履歴
書やレターの準備に四苦八苦していました。
LinkedInというSNS で 200人以上に話を聞か
せてくれとメッセージを送り、100 社以上に応
募。寝る間も惜しんで対策し、最終面接まで進
んだ会社からメール一本で落とされた頃から、
何時に寝ても毎朝４時に目が覚めるようになり
ました。広島から応援してくれる両親、渡米前
に「絶対仕事を見つけるので」と約束して結婚を
認めてもらった妻のご両親に、どうやって謝る
か、ということばかり考えていました。数ヶ月苦
しんだ末、Congratulations！と合格を告げる電
話が来た時は、近くの誰もいない駐車場に駆け
込んで、遂にやったぞと絶叫したことを覚えてい
ます。

高校生の皆さんに伝えたいこと
海外に出て挑戦する人生は否応がなく、良い
時と悪い時の振れ幅が大きい、エキサイティング
な人生になります。これから留学を夢見る広島
の高校生の皆さんに、二つお伝えしたいことがあ
ります。
一つ目は、自分の思いの丈を周りに伝えると、
意外と世界は自分が思った方向に動いてくれる
ということです。アメリカで職探しを始めた当
初、誰が見ず知らずの、怪しい英語を喋るアジア
人の話を聞いてくれるだろうと私は思っていまし
た。しかし、実際に助けを求めてみると、驚く程
の割合でアメリカ人や中国人、ブラジル人が返事
をして、仕事を得るためのアドバイスと、励まし
の言葉をかけてくれました。海外で孤独を感じ
る場面もあるかもしれませんが、自分の殻に閉じ
こもらず、躊躇なく周りの助けを求めると良いと
思います。

二つ目は、自分の好きなことと得意なことを、
仮決めしておくことです。仮決めしてその方向
に突き進む内に、しばしば現実が後からついて
きます。私は元々英語なんて全く話せず、大学
に入るまで海外に出たこともありませんでした
が、自分は英語が得意で、世界中の優秀な人と
働きたいと言い続けてきました。それが後に大
学で英語サークルに入ったりシンガポールで仕
事をする機会に繋がり、今ではアメリカ企業の
本社で、日本人１人の組織で働いています。も
ちろん、動いた結果、あまり好きでも得意でもな
かったと気づくこともあるでしょう。そんな時
は、また考え直せば良いのです。一番良くない
のは何も仮決めせず、分からないからと言って、
周りの人やインターネットの意見に流されること
です。皆さんには、自分なりの尺度を持って、
これぞ我が人生と胸を張れる生き方をしてもら
いたいと思います。
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地球規模の課題解決に
向き合っていく
小中学校時代をシンガポールという多民族、多宗教国家で過ごしたことで、自分とは違う視点を
もった人々と様々な国際課題について議論することに興味を持つようになった。「一見無理に思え
る事でもやりたいと思うことは全部チャレンジした方が良い。」という母の教えから、今回のドイ
ツ・イタリア派遣プロジェクトに応募した。

●一日の過ごし方
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留学地域 ドイツ・ベルリン、イタリア・ミラノ

プログラム G7広島サミット レガシー・プロジェクト「若者たちのピース・キャラバン」

期 間 令和５年11月29日～令和５年12月７日

広島県立広島叡智学園高等学校望月 帆奈さん

国際交流プログラムに参加しました！ GERMANY, ITALYNO.3

世界各国からの参加者との写真（左端が望月さん）
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学ぼう
留学したいけど、
お金がかかるから、ちょっとなぁ…

実際に留学するためにかかる費用や、
助成金等の制度について調べてみましょう。

3

留学期間や留学先によってプログラムの費用は異なります。各自治体が補助金等で支援するプログラムや、無
料の招聘プログラム等もあります。また、留学助成金・奨学金制度もぜひ活用してください。留学を考える時は、
自分の行きたい留学にはいくらぐらい、どんなことにお金がかかるのか、使える留学助成制度はないか、自分で
しっかり調べてから家族とも話してみましょう。

A.

学ぼう
語学力、安全面、ホームステイ…
とにかく心配で、一歩が踏み出せない

不安要素を１つ１つ消していきましょう。

4

不安に感じるのは、きっとまだ分からないことや初めてのこ
とが多いから。自分で調べるのは勿論、同じ不安や悩みを乗
り越えて渡航した先輩から生の声を聞くことはとても参考に
なります。どんなに準備していても予想外のことが起こるの
が海外ですが、高校生の留学は、留学エージェントや学校の先
生、ホストファミリー等たくさんのサポートを得ながら海外生
活が送れるチャンスです。色々なことを心配し過ぎるよりも積
極性を大切に、チャレンジしてみましょう。

奨学金には、所属する教育機関や各自治体が提供するもの、その他日本の各種法人が提供するもの、海外の教育機関が提供するもの、海外の各
種法人が提供するものなど、様々な種類があります。お住まいの市町や興味のある教育機関のホームページをチェックして問い合わせることをお
すすめします。 ※質問は在籍の学校宛にお願いします。

A. 文部科学省トビタテ！留学 JAPAN 
が運営する留学大図鑑では、実際に留
学を経験した1,000 人以上の先輩た
ちの情報（行き先・留学の内容・
留学先の様子・留学に関する悩み
の解決方法等）が掲載されていま
す。その名のとおり図鑑のように
なっていて、阿波踊り留学や、イ
タリアのスーツ職人への弟子入り
など、多種多様な留学体験を眺め
ているだけでも楽しい！定期的に
インスタライブが開催されてお
り、先輩留学生に色々質問することもできます。

Instagram @ryugaku_daizukan
https://tobitate-mext.jasso.go.jp/zukan/

留学大図鑑

種 類 対 象 金 額 返 済 特 徴 連 絡 先

おもな留学支援制度の一覧

行ってみたら

意外となんとかなる！

困難を乗り越えて、

タフになった自分に

出会えるよ。

外務省海外安全ホームページでは、国・地域別
の治安やテロ、感染症の情報や安全対策情報な
ど、海外渡航・滞在に役立つ情報を公開していま
す。また、在留届・たびレジに渡航情報を登録することで、
留学中に外務省や現地の日本大使館等から最新の安全情報
をメールで受け取れるほか、緊急時の連絡、安否確認、支援
などが受けられます。

https://www.anzen.mofa.go.jp/study/

外務省海外安全ホームページ

広島県教育委員会
留学助成金

●３か月以上の渡航 
●県立学校に在籍する生徒 30 万円

●語学・成績要件なし
●選考試験等なし
●要校長推薦

不要

広島県教育委員会
留学奨学金

●２週間以上３か月未満の渡航
　もしくは３か月以上の渡航
●保護者が県内に住所を有する
　高校生等

●語学・成績要件なし
●選考試験等なし
●要校長推薦 
●無利息貸付
●償還期間最長10 年

要

上限 20 万円
（2 週間以上３か月未満の場合） 

上限 50 万円
（3か月以上の場合）

広島県教育委員会
高校教育指導課
☎082-513-4991

トビタテ！
留学 JAPAN

日本代表プログラム

●語学・成績要件なし
●書類選考・面接あり
●充実した事前・事後研修

不要●全国の高等学校等の生徒等
   （新高校１年生向けコースもあり）

トビタテ！
留学 JAPAN 事務局
公式 HP 参照

2024年3月1日現在

留学について学ぼう

学ぼう
留学には興味があるけど…
具体的にイメージができない！

今一度、自分の行きたい場所や
やりたいことをしっかりと
見つめ直してみましょう。

1

異文化間協働活動支援員とは
広島県教育委員会事務局学びの変革推進部高校教育指導課にて海外留学や異文化交流に興味のある県内の高校生のサポートを業

務としています。自身の海外経験を生かして、留学に関する個別相談、県立学校の海外姉妹校交流の支援、高校生対象の留学・異文
化交流のイベントの企画・運営等情報提供を広く行っています。留学に興味をもったらまずは学び、そして扉を開けてみましょう。

行き先、期間、目的、金額…一言で留学と
いっても、その内容は様々です。自分の思い
を実現できるのは、どんな留学？どんなとこ
ろで、何がしたい？学校の掲示、本やイン
ターネット等で情報を集め、気になることが
あったら問い合わせてみましょう。

はじめまして。

異文化間協働

活動支援員です。

A.

学ぼう
留学期間中、学校を休まないと
いけないのが心配

留学中の扱いは在籍している学校に
よって異なるので、まずは学校の先生に
相談してみましょう。

2

短期の留学を計画している場合は、留学期
間中の扱いは学校の判断になりますので、ま
ずは学校に相談しましょう。また、県立学校
では、長期留学（概ね１年間）の場合、要件を
満たせば留学中の単位を修得単位として認
定する制度があります。

A.

文部科学省トビタテ！留学 JAPAN 
が、留学の準備ガイドや国別の留学ガイ
ド、留学関連イベントや奨学金の検索エ
ンジン等、留学にまつわる様々な情報を発信して
います。

https://tobitate.mext.go.jp/hs/index.html

トビタテ！留学 JAPAN 高校生の留学

広島県教育委員会のホームページには留学を目指す皆さんのた
めに役立つ情報、留学支援制度など幅広く紹介しています。

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/ibunka-suishin/

留学情報：広島県教育委員会ホームページ

種 類 特 色 期 間

民間の留学
プログラム

行き先や期間、目的別にプ
ログラムを選べる

短期
長期（３か月～ １年程度）

各自治体の
留学プログラム

各自治体の姉妹都市等と
の交換プログラム等がある 短期の場合が多い

姉妹校留学 在籍する学校の海外姉妹
校への留学

短期の場合が多い
※長期プログラムをもつ学校
もあります

交換留学

（公財）AFS 日 本 協 会 や
（公財）YFU 日本国際交流
財団等の交換留学団体を通
じて長期的にホームステイ
等をして現地の学校に通う
※多くの団体では事前に選考
試験を行っています

長期（１年程度）
※交換留学団体によっては短
期プログラムもあります

その他
目的に合わせ、行き先や期
間を自分で決める
※留学エージェント等を利用、
もしくは自分で手配します

受入先の状況にもよるが、
自分の希望や予算等に応
じて自由に考えられる

おもな留学方法の一覧

役立つ留学情報

Instagram Web

留学先や留学期間により
異なる

広島県教育委員会では民間事業者等と連携して、短期留学プロ
グラムを案内しています。

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/ibunka-suishin/tanki-program.html

短期留学プログラム
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学ぼう
留学したいけど、
お金がかかるから、ちょっとなぁ…

実際に留学するためにかかる費用や、
助成金等の制度について調べてみましょう。

3

留学期間や留学先によってプログラムの費用は異なります。各自治体が補助金等で支援するプログラムや、無
料の招聘プログラム等もあります。また、留学助成金・奨学金制度もぜひ活用してください。留学を考える時は、
自分の行きたい留学にはいくらぐらい、どんなことにお金がかかるのか、使える留学助成制度はないか、自分で
しっかり調べてから家族とも話してみましょう。

A.

学ぼう
語学力、安全面、ホームステイ…
とにかく心配で、一歩が踏み出せない

不安要素を１つ１つ消していきましょう。

4

不安に感じるのは、きっとまだ分からないことや初めてのこ
とが多いから。自分で調べるのは勿論、同じ不安や悩みを乗
り越えて渡航した先輩から生の声を聞くことはとても参考に
なります。どんなに準備していても予想外のことが起こるの
が海外ですが、高校生の留学は、留学エージェントや学校の先
生、ホストファミリー等たくさんのサポートを得ながら海外生
活が送れるチャンスです。色々なことを心配し過ぎるよりも積
極性を大切に、チャレンジしてみましょう。

奨学金には、所属する教育機関や各自治体が提供するもの、その他日本の各種法人が提供するもの、海外の教育機関が提供するもの、海外の各
種法人が提供するものなど、様々な種類があります。お住まいの市町や興味のある教育機関のホームページをチェックして問い合わせることをお
すすめします。 ※質問は在籍の学校宛にお願いします。

A. 文部科学省トビタテ！留学 JAPAN 
が運営する留学大図鑑では、実際に留
学を経験した1,000 人以上の先輩た
ちの情報（行き先・留学の内容・
留学先の様子・留学に関する悩み
の解決方法等）が掲載されていま
す。その名のとおり図鑑のように
なっていて、阿波踊り留学や、イ
タリアのスーツ職人への弟子入り
など、多種多様な留学体験を眺め
ているだけでも楽しい！定期的に
インスタライブが開催されてお
り、先輩留学生に色々質問することもできます。

Instagram @ryugaku_daizukan
https://tobitate-mext.jasso.go.jp/zukan/

留学大図鑑

種 類 対 象 金 額 返 済 特 徴 連 絡 先

おもな留学支援制度の一覧

行ってみたら

意外となんとかなる！

困難を乗り越えて、

タフになった自分に

出会えるよ。

外務省海外安全ホームページでは、国・地域別
の治安やテロ、感染症の情報や安全対策情報な
ど、海外渡航・滞在に役立つ情報を公開していま
す。また、在留届・たびレジに渡航情報を登録することで、
留学中に外務省や現地の日本大使館等から最新の安全情報
をメールで受け取れるほか、緊急時の連絡、安否確認、支援
などが受けられます。

https://www.anzen.mofa.go.jp/study/

外務省海外安全ホームページ

広島県教育委員会
留学助成金

●３か月以上の渡航 
●県立学校に在籍する生徒 30 万円

●語学・成績要件なし
●選考試験等なし
●要校長推薦

不要

広島県教育委員会
留学奨学金

●２週間以上３か月未満の渡航
　もしくは３か月以上の渡航
●保護者が県内に住所を有する
　高校生等

●語学・成績要件なし
●選考試験等なし
●要校長推薦 
●無利息貸付
●償還期間最長10 年

要

上限 20 万円
（2 週間以上３か月未満の場合） 

上限 50 万円
（3か月以上の場合）

広島県教育委員会
高校教育指導課
☎082-513-4991

トビタテ！
留学 JAPAN

日本代表プログラム

●語学・成績要件なし
●書類選考・面接あり
●充実した事前・事後研修

不要●全国の高等学校等の生徒等
   （新高校１年生向けコースもあり）

トビタテ！
留学 JAPAN 事務局
公式 HP 参照

2024年3月1日現在

留学について学ぼう

学ぼう
留学には興味があるけど…
具体的にイメージができない！
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見つめ直してみましょう。

1
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はじめまして。

異文化間協働

活動支援員です。

A.

学ぼう
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いけないのが心配

留学中の扱いは在籍している学校に
よって異なるので、まずは学校の先生に
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2
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ずは学校に相談しましょう。また、県立学校
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文部科学省トビタテ！留学 JAPAN 
が、留学の準備ガイドや国別の留学ガイ
ド、留学関連イベントや奨学金の検索エ
ンジン等、留学にまつわる様々な情報を発信して
います。

https://tobitate.mext.go.jp/hs/index.html

トビタテ！留学 JAPAN 高校生の留学

広島県教育委員会のホームページには留学を目指す皆さんのた
めに役立つ情報、留学支援制度など幅広く紹介しています。

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/ibunka-suishin/

留学情報：広島県教育委員会ホームページ
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行き先や期間、目的別にプ
ログラムを選べる
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長期（３か月～ １年程度）

各自治体の
留学プログラム

各自治体の姉妹都市等と
の交換プログラム等がある 短期の場合が多い

姉妹校留学 在籍する学校の海外姉妹
校への留学

短期の場合が多い
※長期プログラムをもつ学校
もあります

交換留学

（公財）AFS 日 本 協 会 や
（公財）YFU 日本国際交流
財団等の交換留学団体を通
じて長期的にホームステイ
等をして現地の学校に通う
※多くの団体では事前に選考
試験を行っています

長期（１年程度）
※交換留学団体によっては短
期プログラムもあります

その他
目的に合わせ、行き先や期
間を自分で決める
※留学エージェント等を利用、
もしくは自分で手配します

受入先の状況にもよるが、
自分の希望や予算等に応
じて自由に考えられる

おもな留学方法の一覧

役立つ留学情報

Instagram Web

留学先や留学期間により
異なる

広島県教育委員会では民間事業者等と連携して、短期留学プロ
グラムを案内しています。
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短期留学プログラム



広島県教育委員会では、異文化間協働活動を推進していくため、次の活動を行っています！

「異文化間協働活動の推進」

留学
イベント

コロナ禍で中止していた、豪クイーンズランド州からの生徒受入、日本からの生徒の派遣ツアーを再開しました。
（写真は生徒受入時：令和 5 年12 月）

豪クイーンズランド州との相互派遣ツアー（毎年開催）

海外留学を希望する県内中・高校生を対象に留学経験者による体験談発表や、ゲストスピーカーによる講演など
を行いました。（令和 5 年10月開催）

ひろしま留学フォーラムの開催

短期留学
プログラム

この他にも、広島県教育委員会では、異文化間協働活動を推進していくため、
次のような取組も行っています！

県立学校姉妹校交流の支援 短期留学プログラムの案内 留学支援制度（留学助成金、留学奨学金）

詳しくは広島県教育委員会のホームページを御確認ください。
（広島県教育委員会ホームページ －異文化間協働活動の推進－）

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/ibunka-suishin/

平和公園にて お好み焼き体験

留学経験者による発表 ゲストスピーカーによる講演
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